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放射性物質汚染物取扱施設の炉内放射能汚染状況確認方法の合理化検討 

 

倉持秀敏 1、大迫政浩 1、野田康一 1、吉本雄一 2、吉元直子 2、永田俊美 2、越田仁 2、 

○鈴木浩 3、高木俊治 3、宮武裕和 3 

1:（国研）国立環境研究所、2:新日鉄住金エンジニアリング（株）、3:（株）三菱総合研究所 

 

除染廃棄物等を処理したガス化溶融炉について、放射線可視化カメラ（ガンマ・キャッチャ、GC、（株）千

代田テクノル製）を用いた炉内汚染測定、及び耐火物への放射性物質浸透状況測定を組み合わせた炉内放射能

汚染状況確認方法の実証を試みた。 

１．GC を用いた炉内汚染測定 

GC によるγ線入射の相対的分布図について、ガイガーミュラー計数管を用いた表面汚染密度の直接測定結

果および距離補正により、炉内汚染状況を定量化した（図１）。 
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図１ GC による炉内汚染測定結果と表面汚染密度の推定結果 

２．耐火物への放射性物質浸透状況測定 

炉壁のマンホール蓋から一部取り出した耐火物を、深さ 1cm 毎に切断・粉砕したサンプルについて、放射性

セシウム濃度を測定した（図２）。また同サンプルについて、蛍光 X線分析により、各元素の含有量を測定し、

放射性セシウムは、同じアルカリ金属であるナトリウムと同様の挙動を示すことも確認した（図３）。 

放
射
能
濃

度
 

（
B
q
/
k
g
）
 

含
有
量

 

（
深
さ

4
.
5
c
m
の
値
を

 

１
と
し
た

相
対
値

）
 

 深さ（ｃｍ）  深さ（ｃｍ） 

図２ 耐火物中の放射性 Cs の濃度分布 図３ 各元素の耐火物への浸透プロファイル（蛍光 X線分析） 

３．炉内放射能汚染状況確認に基づく判断 

GC を用いた炉内汚染測定結果を表面汚染密度として定量化した結果について、放射線管理区域の要否判断

基準（1000cpm）に基づき、その後の作業における放射線管理レベルを設定した。また、耐火物への放射性物

質浸透状況測定結果により、放射性物質汚染を除去するために必要な除染レベルを 1cm 分と設定した。以上の

通り、GC を用いた炉内汚染測定と耐火物への放射性物質浸透状況測定の組合せにより、測定者の炉内作業な

しで、炉内放射能汚染状況確認が可能となることを実証できた。 
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